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雪煙舞う ! 雪上バナナボート
ごしょのとっておきパーティ !! が 2月 21日に
御所野縄文公園で開催されました（関連 28㌻）。
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1215
引
っ
越
し
た
際
は
『
正
確
な
住
所

の
届
出
』
が
必
要
で
す

雪上を駆け 頂点へ
全国制覇、再び

○中嶌 永遠さん（奥中山中 3 年）
男子 5㌖クラシカル
男子 5㌖フリー
男子 4 × 5㌖リレー

◆

○釜石 一
か ず さ

冴さん（奥中山中 3 年）
クロスカントリー男子 5㌖フリー◆

○西舘 麟
り ん た ろ う

太郎さん（奥中山中 3 年）
男子ジャイアントスラローム
男子スラローム

◆

全国中学校スキー大会
クロスカントリー 男子 5㌖クラシカル 2連覇

○白畑 光
こうせい

成さん（奥中山中 2 年）
男子 5㌖クラシカル
男子 5㌖フリー

◆

○釡石 結
ゆ き

生さん（奥中山中 2 年）
クロスカントリー男子 5㌖クラシカル◆

同大会出場者

中嶌永
と わ

遠さん（奥中山中 3 年）
　

2
月
3
日
～
6
日

に
、
長
野
県
の
野
沢

温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
た
第
63
回
全
国
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出

場
し
た
中
嶌
永
遠
さ
ん

は
、
男
子
5
㌖
ク
ラ

シ
カ
ル
で
優
勝
し
、
岩

手
県
勢
初
と
な
る
同
種

目
連
覇
を
達
成
。
ま

た
、
男
子
5
㌖
フ
リ
ー

で
6
位
、岩
手
県
チ
ー

ム
で
出
場
し
た
男
子
5

×
4
㌖
リ
レ
ー
で
4

位
と
い
う
輝
か
し
い
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

力強い滑りでコースを駆け抜けました（提供：奥中山中学校） メダルを掲げる中嶌さん（提供：奥中山中学校）

　

昨
年
の
優
勝
後
も
歩
み
を
止
め

ず
、『
2
連
覇
』と
い
う
目
標
を
胸
に
、

こ
の
1
年
間
練
習
に
励
ん
で
き
た
中

嶌
さ
ん
。
全
国
の
舞
台
で
再
び
頂
点

に
立
っ
た
中
嶌
さ
ん
に
、
喜
び
と
挑

戦
の
日
々
を
聞
き
ま
し
た
。

優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間

　
去
年
の
大
会
で
優
勝
し
た
後
か
ら

ず
っ
と
、
2
連
覇
を
目
標
に
し
て
毎

日
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
で
、

優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
2
連
覇
に
つ
い

て
周
り
か
ら
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
そ
ん

な
に
感
じ
て
い
な
か
っ
た
で
す
。

1
年
を
通
し
て
磨
い
た
技
術

　
1
年
間
、
自
分
の
技
術
的
に
足
り

な
い
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
考
え
、

そ
こ
に
重
点
を
置
い
て
練
習
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
普
段
練
習
し
て
い
る

奥
中
山
高
原
ス
キ
ー
場
は
雪
の
量
が

多
く
、
雪
質
も
良
い
の
で
練
習
し
や

す
い
環
境
だ
と
感
じ
ま
す
。

　
北
海
道
で
行
っ
た
合
宿
で
は
練
習

の
強
度
が
高
く
、
心
も
体
も
ギ
リ
ギ

リ
の
と
こ
ろ
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
こ

と
が
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　
練
習・合
宿
の
成
果
も
あ
り
、レ
ー

ス
中
一
番
き
つ
い
と
感
じ
る
上
り
の

2 連覇達成を祝して、奥中山地区センター前に横断幕を設置しました。付近を通った際はぜひご覧ください

場
面
で
も
、
し
っ
か
り
ペ
ー
ス
を
維

持
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
が
自
分
の
強
み
だ
と
感
じ
ま
す
。

周
囲
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

　
顧
問
の
高
橋
知
浩
先
生
に
は
技
術

的
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
気
持
ち
の

面
で
も
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
々
支
え
て
く
れ
た
家
族
や

一
緒
に
練
習
し
て
き
た
チ
ー
ム
メ
イ

ト
に
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
き
つ
い

練
習
も
、
仲
間
が
い
た
か
ら
乗
り
越

え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

次
の
舞
台
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

　
高
校
進
学
後
も
競
技
を
続
け
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し
た
い
で
す
。

今
回
の
2
連
覇
と
い
う
経
験
は
自
分

に
と
っ
て
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し

た
が
、
高
校
で
は
ま
た
一
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ま

ず
は
基
礎
を
固
め
直
し
て
、
上
の
レ

ベ
ル
に
通
用
す
る
力
を
身
に
つ
け
た

い
で
す
。

後
輩
へ
贈
る
言
葉

　
練
習
が
き
つ
く
て
逃
げ
出
し
た
く

な
る
時
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

こ
で
諦
め
な
い
こ
と
が
結
果
に
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

○澤久保 昊
そ な

梛さん（一戸中 3 年）

クロスカントリー女子 3㌖クラシカル
　　　　　　　　女子 3㌖フリー
　　　　　　　　女子 4 × 3㌖リレー

◆

○佐藤 絢
あ や ね

音さん（奥中山中 1 年）

20
保
健
だ
よ
り

21
春
の
特
定
健
診
・
各
種
健
診
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地
域
を
笑
顔
に

　

一
戸
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
は

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
と
し
て
、
楽

器
の
演
奏
だ
け
で
な
く
、
ス
テ
ッ

プ
や
ガ
ー
ド
（
フ
ラ
ッ
グ
や
ダ
ン

ス
）
な
ど
に
よ
る
視
覚
的
な
演
出

を
取
り
入
れ
た
躍
動
感
の
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
特
徴
で
す
。

　
奥
中
山
高
原
に
ぎ
わ
い
市
や
縄

文
の
里
音
楽
会
な
ど
の
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
出
演
し
て
い
る
同
バ

ン
ド
。
元
気
な
音
を
響
か
せ
、
町

に
活
気
を
も
た
ら
す
、
地
域
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
す
。

大
会
へ
の
挑
戦
に
一
区
切
り

　
同
バ
ン
ド
は
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
東
北

大
会
に
22
回
連
続
で
出
場
。
平
成

22
年
と
令
和
3
年
に
は
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
全
国
大
会
に
出
場
し
、

銀
賞
と
グ
ッ
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
獲
得
す
る
な
ど
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
少
子
化
や
ク
ラ
ブ
活

動
の
地
域
展
開
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
新
た
な
活
動
体
制
の
見
直
し

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
目
標
に
し
て
い
た
大

会
の
出
場
に
つ
い
て
は
、
児
童
数

の
減
少
や
練
習
環
境
の
変
化
な
ど

を
踏
ま
え
、
令
和
7
年
度
を
も
っ

て
一
区
切
り
と
す
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
充
実
し
た
活

動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
今
後
は

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
演
奏
や
学

校
行
事
で
の
活
動
を
中
心
に
、
新

た
な
形
で
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

最
後
ま
で
力
を
出
し
切
っ
て

　
大
会
に
出
場
す
る
最
後
の
年
と

な
っ
た
本
年
度
。
部
員
た
ち
は
16

人
と
い
う
少
な
い
人
数
な
が
ら

も
、
一
人
ひ
と
り
の
音
の
質
に
こ

だ
わ
り
、
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
岩
手
県
大
会
で
は
堂
々
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
22
回

連
続
と
な
る
東
北
大
会
に
出
場
。

素
晴
ら
し
い
演
奏
演
技
を
披
露
し

ま
し
た
。
惜
し
く
も
全
国
大
会
を

逃
し
ま
し
た
が
、
部
員
た
ち
は
力

を
尽
く
し
、
心
を
打
つ
音
を
響
か

せ
ま
し
た
。

①_5年ぶりに一戸町消防演習に出演し、会場を

盛り上げました　②_平成22年に銀賞を受賞し

た全国大会　③_真剣な表情で練習に励む部員

たち

歴
史
を
刻
む
音
色

　
　
輝
き
続
け
る
金
管
バ
ン
ド

　
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
元
気
を
届
け

て
き
た
一
戸
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
。
地

域
の
イ
ベ
ン
ト
を
華
や
か
に
彩
る
、
町

の
宝
と
も
い
え
る
存
在
で
す
。
全
国
大

会
で
も
活
躍
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

は
仲
間
と
と
も
に
、
音
楽
の
喜
び
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
近
年
、
少
子
化
の
影
響
も
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
7
年

度
を
も
っ
て
大
会
へ
の
出
場
は
一
区
切

り
と
な
り
ま
す
。

　
金
管
バ
ン
ド
が
受
け
継
い
で
き
た
絆

と
情
熱
は
、
新
た
な
形
と
な
っ
て
こ
れ

か
ら
も
輝
き
続
け
ま
す
。

紡
ぐ

～
い
つ
ま
で
も

　
　
　
こ
の
音
を
～

♬ ♪
紡ぐ
～いつまでもこの音を～

♩♫♩ ♬

1

2

3
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感
謝
の
気
持
ち
を
音
に

　
　
『
あ
っ
と
い
う
間
』
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
一
戸
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
後
援
会
主
催
の

『
あ
っ
と
い
う
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
2
月

22
日
、
一
戸
地
区
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
23
回
目
を
迎
え
た
同
コ
ン
サ
ー

ト
。
金
管
バ
ン
ド
に
よ
る
華
や
か
な
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
と
一
戸
小
学
校
校
歌
で
幕
を
開
け

ま
し
た
。第
1
部
は
6
年
生
が
司
会
を
担
当
。

明
る
く
元
気
な
呼
び
か
け
に
、
会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。
演
奏
で
は
、

絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
し
た
。

　
続
い
て
登
場
し
た
の
は
、
一
戸
中
学
校
・

金
田
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
。
中
学
生
ら
し
い

力
強
い
演
奏
で
、
会
場
を
一
気
に
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
O
B
・
O
G
も
出
演
し
、
マ
ー

チ
ン
グ
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
実
際
に
行

い
な
が
ら
紹
介
。
息
の
合
っ
た
動
き
と
リ
ズ

ム
感
は
ま
さ
に
お
手
本
の
よ
う
で
、
会
場
か

ら
は
感
嘆
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
第
2
部
に
入
る
と
、
今
年
の
テ
ー
マ
『
ト

ト
ロ
の
森
で
た
か
ら
さ
が
し
～
探
検
地
図
を

手
に
、
ふ
し
ぎ
な
出
会
い
と
発
見
の
も
の
が

た
り
～
』
に
沿
っ
た
演
奏
と
演
技
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
観
を

表
現
す
る
た
め
に
、
衣
装
や
大
道
具
も
工
夫

さ
れ
、
来
場
者
は
音
楽
と
一
緒
に
物
語
の
中

を
旅
す
る
よ
う
な
気
持
ち
に
。
子
ど
も
た
ち

の
息
の
合
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、
会
場

は
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

6
年
生
の
引
退
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ
、

6
年
生
一
人
ひ
と
り
が
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
っ
て
挨
拶
し
、
後
輩
た
ち
か
ら
感
謝
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
小
学
生
、
中
学
生
、

O
B
・
O
G
が
一
緒
に
演
奏
。
最
後
ま
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

① _ 世代を超えて響く、ひとつの音楽。小学生、中学生、OB・OG
が心をひとつに奏でました　② _ 本番前のヘアメイク。限られた時
間の中、大急ぎで準備しました　③ _ リラックスした様子のリハー
サル中　④ _ 息の合った動きと演奏を披露する金管バンドに会場か
らは拍手が沸き上がりました　⑤ _ 一戸中学校・金田一中学校吹奏
楽部が演奏。迫力ある音色が響き渡りました　⑥⑦⑧⑨⑩ _ 練習の
成果を発揮し、力いっぱいの演奏・演技をしました　⑪ _ 宝の地図
を手に、冒険する様子を表現するガード担当　⑫ _ 高橋伸之先生の
指揮に合わせて一体感のある音色を奏でました　⑬ _6 年生の引退セ
レモニー。感謝の気持ちを言葉にしました　⑭ _ コンサート終了後、
来場者からは「よかったよ」と声が寄せられました

1
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♬ ♪
紡ぐ
～いつまでもこの音を～

♩♫♩ ♬
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後援会はパネル・大道具の作製、衣装の準備、楽
器運搬の手配などを行って金管バンドの活動を

支えてきました。また、練習時間の確保のため、今年
度からは後援会が主導で練習を実施。指導の経験がな
かったので、どのように進めるべきか悩むこともあり
ましたが、OB・OG にも協力してもらうなど、子ど
もたちの技術向上をサポートしました。
　子どもたちが楽しく活動し、力を発揮することが何
よりも大切。どうすれば子どもたちが力を出せるのか
考える日々でした。本番ではいつも「頑張れ」と祈る
ような気持ちで見守り、失敗を恐れず、力を出し切っ
てほしいと願っていましたね。
　大会出場は一区切りとなりますが、これからは地域
のイベントなどで演奏する機会が増えてほしいと思っ
ています。活動の形が変わっても、今後も温かい応援
をいただければうれしいです。

後援会会長　梅垣 温
は る み

美さん

子
ど
も
た
ち
が

　
　
後
悔
し
な
い
よ
う
に

私が在籍していた当時、金管バンドの練習はとて
も多く、休日には一日中練習したこともありま

した。体力的には非常に厳しかったですが、音楽が嫌
いになることは決してありませんでした。仲間と過ご
した日々は楽しく、厳しい練習も乗り越えられたのは
その絆のおかげです。特に最後の東北大会は強く印象
に残っています。これまでの集大成として練習に打ち
込み、惜しくも全国大会には届かなかったものの、や
りきった充実感がありました。小学校で音楽の楽しさ
に気付いたことが、中学校・高校・大学とずっと音楽
を続ける理由になったと思います。
　大会に出場しなくなるのは寂しいですが、子どもた
ちが音楽に触れる入り口として、金管バンドの活動は
続いてほしいと思います。金管バンドは私にとって青
春そのもの。子どもたちには演奏技術の向上はもちろ
んですが、音楽を楽しむ心を忘れず、音楽と共に素敵
な時間を過ごしてほしいと願っています。

坂ノ上 裕
ゆ う と

音さん（東北学院大学・4 年）

人数不足もあって今年度から初めてのトランペッ
ト担当になりました。6 年生としてみんなの手

本になるプレッシャーもありましたが、先生に教わり
家でも練習を重ね、少しずつ演奏できるようになりま
した。そんな中、部長を務めることになり、いままで
部長を務めてきた先輩たちの努力を知って感謝の気持
ちが深まりました。
　トランペットで参加する初めての大会、自分にとっ
て最後の大会と二重の緊張もありましたが、演奏を心
から楽しめました。部長になってからはやることが多
く大変でしたが、乗り越えられたのは部員みんなの協
力のおかげです。金管バンドを通して部員たちとの絆
も深まり、楽しい思い出がたくさんできました。
　人数は少ないですが、それぞれの個性を生かした演
奏が一戸小学校金管バンドの特徴。後輩たちには、つ
らいこともあると思いますが、演奏を楽しむことを忘
れずに活動してほしいです。

部長　畠山 真
ま お

緒さん（6 年生）

金
管
バ
ン
ド
は

　
　
青
春
そ
の
も
の

1年生の時に先輩たちのコンサートを見て、かっこ
いい演奏に憧れ、金管バンドに入りました。い

ろいろな音色を演奏できるようになることが楽しく、
みんなと息を合わせるマーチングにも夢中になりまし
た。最初はうまく演奏できず、悔しい思いもしました
が、先輩たちがやさしく教えてくれたおかげで、少し
ずつ成長できました。3 年生で初めて楽器を担当して
大会に出場したときは特に緊張しましたが、仲間と励
まし合いながら練習を重ねました。その経験のおかげ
で、上級生になってからは、自信を持って演奏できた
と思います。
　金管バンドの活動をとおして、仲間とともに目標に
向かって協力することの大切さを学びました。仲間や
先輩たちと関わった時間は楽しい思い出。金管バンド
のおかげで楽しい学校生活を送れました。
　地域の皆さん、いつも応援ありがとうございました。
これからも金管バンドの演奏を聴きに来てください！

副部長　金田一 凜
り ん か

花さん（6 年）

個
性
を
生
か
し
た
演
奏

　
　
楽
し
む
心
を
忘
れ
な
い

積
み
重
ね
た
練
習

　
　
自
信
に
つ
な
が
る

金管バンドの歴史を受け継いできた人
に、活動を振り返っての思い出と今後
の未来についてお聞きしました。受け継がれる音色

軌跡×未来
♬ ♪
紡ぐ
～いつまでもこの音を～

♩♫♩ ♬
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こ
れ
ま
で
金
管
バ
ン
ド
の
伝
統
を
受

け
継
い
で
き
た
子
ど
も
た
ち
、
支
え
て

き
た
先
生
、
後
援
会
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
が
重
な
り
町
に
響
く
音
と
な
り
、
地

域
に
活
力
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
大
会
へ
の
挑
戦
は
一
区
切
り
を
迎
え

ま
す
が
、
金
管
バ
ン
ド
の
歩
み
が
終
わ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
練
習
中
の

真
剣
な
ま
な
ざ
し
も
、
本
番
後
に
見
せ

る
ホ
ッ
と
し
た
表
情
も
、
仲
間
と
演
奏

を
楽
し
む
笑
顔
も
、
こ
れ
か
ら
先
も
受

け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
町
の
中
で
育

ま
れ
て
き
た
音
色
は
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
勇
気
や
元
気
を
届
け
て
く
れ
ま

す
。

　
子
ど
も
の
人
数
が
減
っ
て
い
て
も
先

輩
か
ら
後
輩
へ
、大
人
か
ら
子
ど
も
へ
、

支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
へ
の
感
謝
と
と

も
に
伝
わ
る
思
い
。
そ
の
積
み
重
ね
が

バ
ン
ド
の
宝
物
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
を
温

か
く
見
守
り
、
拍
手
を
送
っ
て
く
れ
た

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
は
、
こ

れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い

き
ま
す
。
形
は
変
わ
っ
て
も
地
域
に
寄

り
添
い
、
地
域
と
と
も
に
輝
く
存
在
で

あ
り
続
け
る
一
戸
小
学
校
金
管
バ
ン

ド
。
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
音
の
物
語
を

紡
い
で
い
き
ま
す
。

ｗ

4月からは 6 年生。金管バンドに入部してからはあっ
という間の日々で、「早いなぁ もう最高学年か」と

いう気持ちです。
　6 年生は自分ひとりだけになってしまうので、不安も
大きいですが、部長として、部員のみんなをまとめ、引っ
張ってくれた畠山さん、本番でもひるまず、堂々と演奏
するかっこいい先輩たち。そんな先輩たちのような、頼
りがいのあるかっこいい 6 年生になって、今度は自分
が後輩たちを引っ張っていける存在になりたいです。
　来年度は大会には出場しませんが、その分地域の皆さ
んに演奏を披露する機会が増えることは楽しみ。観に来
た人を楽しませ、一緒にやってみたいと思ってもらえる
ような演奏ができるように、一生懸命に練習に取り組ん
でいきます。
　全力で演奏するので、ぜひ見に来てください！応援よ
ろしくお願いします。

東山 怜
れ お

桜さん（5 年生） 全
力
で
練
習

　
　
楽
し
ま
せ
る
演
奏
を

地
域
の
宝

　
　
音
楽
で
町
に
活
気
を

昨年の春に一戸小学校へ赴任し、金管バンドと出会
いました。第一印象は、子どもたちがとにかく演

奏を楽しんでいると思いました。楽しむ気持ちとより良
い演奏を目指すことのバランスを取りながら、指導して
います。部員数が少ないため、学年が変わるたびに担当
楽器を変えざるをえない状況で、春から初めての楽器に
挑戦している部員がほとんど。そんな中、短い時間の中
で努力を重ね、高い完成度で大会を迎えられたことを誇
りに思います。
　本年度で大会出場は一区切りということで、寂しい気
持ちはありますが、子どもたちが音楽に一生懸命取り組
むことは変わりません。今までは大会のスケジュールを
加味し、出演するイベントを取捨選択してきましたが、
今後は地域のイベントや学校行事などで演奏する機会を
増やし、町を盛り上げたいと思いますので、ぜひお声が
けください。

指揮者　高橋 伸
のぶゆき

之先生

Step ForwardStep Forward
          with Music          with Music

これからも響き続ける
軌跡×未来

♬ ♪
紡ぐ
～いつまでもこの音を～

♩♫♩ ♬



ICHINOHE   1213   2026 年 3 月号

皆さんの地域や職場の話題などありましたら、広報担当
☎ 33-4851（内線 1212）までお気軽にご連絡ください。 T o w n  T o p i c s

まちの 題話

岩手県北ワーキングホリデー暮
　二戸地域雇用開発協会主催の滞在型の就労体験『地域
×キャリアデザインワーキングホリデー岩手県北ワー
ホリ in いちのへ』が実施されました。参加した五十嵐
和
な ご み

心さん（駿河台大 ･1 年）は 2 月 5 日から 13 日まで
一戸町に滞在。奥中山高原スキー場のスタッフとして働
いたほか、町の郷土料理であるひっつみとくしもち作り
に挑戦するなど、一戸町の暮らしを体験しました。

町食生活改善推進員の指導を受け、くしもちを形作る五十嵐さん（左）

らしに触れる 9日間
摺糠クロスカントリースキー大会

一斉にスタートを切ったリレー

雪
　奥中山高原クラブが主催する『第 19 回奥中山高原
クロスカントリースキー大会』が 2 月 15 日に開催さ
れました。参加者たちは摺糠地区の特設コースを力
いっぱい駆け抜け、集まった観客からは力強い声援が
送られました。参加した西野花

か の ん
音さん（奥中山小・5 年）

は「去年よりも速く走れてうれしい。来年は 1 位を
目指して頑張りたい」と力強く話しました。

原を駆ける熱戦

いちのへの宝展一
　一戸ユネスコ協会が主催する『いちのへの宝展』が
2 月 11 日から 15 日まで、町コミュニティセンター
で開催されました。会場には、町立図書館による奥中
山開拓歴史展や戦時中の写真・新聞など、200 点以
上が展示されました。
　14 日にはステージ部門として女鹿神楽の演舞と座
談会『読書のたのしみ』が行われました。

戸の歴史と文化が集う

展示物を興味深そうに見て回る参加者

下斗米クニさん満 100 歳
つまでもお元気でい

　一戸町有料老人ホームナーシングあいあいに入所す
る下斗米クニさん（一戸）が 2 月 12 日に満 100 歳
の誕生日を迎えました。17 日、施設に駆けつけた家
族に祝福され、町と町社会福祉協議会から、花束や記
念品が贈られました。書道が趣味だと話すクニさん。
長生きの秘

ひ け つ
訣は「いろいろなことを気にし過ぎないこ

と」と教えてくれました。

駆けつけた家族と記念撮影をするクニさん

一戸南小学校『お金の授業』
来の生活と消費を考える将

　お金の授業が 2 月 5 日、一戸南小学校で行われま
した。講師の東北銀行一戸支店の武内俊也支店長は、
理想的な貯蓄の目安や計画的なお金の使い方などを分
かりやすく説明。児童はお金の大切さを改めて考えま
した。小倉琉

りゅうせい
聖さん（6 年生）は「必要なものか欲し

いものかを考えてお金を使うことの大切さを改めて
知った」と話しました。

児童に分かりやすく説明する武内支店長

御所野縄文学実践交流会
がる学び、未来につながる広

　令和 7 年度御所野縄文学実践交流会が 2 月 5 日に
一戸地区センター体育館で行われました。横浜国立大
学教育学部附属鎌倉小学校との交流や一戸町の飲食店
をまとめたパンフレット製作など、町内の各小学校が
それぞれの活動内容を発表しました。交流会の最後に
は、小野寺美登町長から来年度使用するいちのへふる
さと PR 大使ののぼりとバッグが手渡されました。

活動の成果を発表する児童

ワカサギ釣り
ムに戻る冬のにぎわいダ

　大志田ダム『菜
な な こ

魚湖』の氷上ワカサギ釣りが 2 月 9
日から 15 日まで 3 年ぶりに解禁されました。町内外
から愛好者らが早朝から駆け付け、氷上はにぎわいま
した。二戸市から訪れた小林大

は る ま
眞さん（金田一小・3 年）

は「ワカサギ釣りは初めてだが、とても楽しい。100
匹釣るのが目標」と満面の笑みを浮かべながら、糸を
氷穴に沈めました。

釣果に期待して糸を垂らす子ども

『いちのへの蒸気』展
みがえる蒸気機関車の時代よ

　2 月 7 日と 8 日の 2 日間、『いちのへの蒸気』展が
いわて県民情報交流センターで開催されました。蒸気
機関車や転車台を写した写真 107 点が展示されたほ
か、鉄道員の制服など実物資料も並び、来場者は鉄道
の歴史や当時の町の様子を身近に感じました。来場し
た斉藤恵里子さん（盛岡市）は「父が国鉄で働いてい
た時の記憶がよみがえった」と懐かしんでいました。

展示資料を眺める来場者
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窓口での届出

①引越し前の市区町村（転出前）
　�転出届を窓口に提出して、転出証明書を受け取

る（マイナンバーカードを持っている人は転出
証明書の受け取りはありません）。

②引越し先の市区町村（転出後 14 日以内）
　�転出証明書を添えて転入届を提出する（マイナ

ンバーカードを持っている人は転出証明書の代
わりに提示してください）。

◆住民票の転出届、転入届、転居届などの手続方法
〇他市町村に転出・転入する場合

オンラインでの届出

①引越し前の市区町村（転出前）
　�マイナポータルを通じオンラインで転出届を提

出する。

②引越し先の市区町村（転出後 14 日以内）
　�マイナンバーカードを提示し、転入届を提出す

る（マイナポータルなどを通じて、来庁予定の
連絡ができます）。

〇同一市町村で転居する場合
転居した日から 14 日以内に窓口に転居届を提出する（マ
イナポータルなどを通じて、来庁予定の連絡ができます）。

入学・就職・転勤などによる引っ越しで、住所が変わる人へ

引っ越した際は
『正確な住所の届出』が
必要です !

問�町民課　☎ 33-4858

○�住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険および
国民年金の資格確認や選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続きです。

○�マイナンバーカードには、最新の住所を記載する必要があります。引っ越し
先の市区町村にマイナンバーカードを持参し、必要な手続きをお願いします。

正当な理由なく異動の届出をしない場合、法律により罰せられることがあ
ります。

二戸地方農林水産振興協議会表彰
域産業を支える功績地

　2 月 17 日にかるまい文化交流センター『宇
う か め か ん

漢米館』
で二戸地方農林水産振興大会が開催され、農林水産業・
農山村等活動部門『意欲ある担い手賞』を猪股茂さん

（女鹿）が受賞。また、第 69 回岩手県畜産共進会（肉
牛の部）において県有種雄牛『百

ゆりは な と も

合花智』の産子が一
等賞 3 席となったことを受け、肥育者の釜石善八さ
ん（中山）が県有種雄牛最優秀枝肉賞を受賞しました。

各賞を受賞した猪股さん（左）と釜石さん（右）

町地域おこし協力隊活動報告会
力隊の活動を知る機会に協

　町コミュニティセンターで 2 月 22 日、『一戸町地
域おこし協力隊 ヨソモノフェス』が開かれました。
　会場では協力隊員がこれまでの活動や町での暮らし
などをトークセッション形式で紹介。また、DJ 体験
やモルック体験などのブースも設けられました。来場
した熊谷邦子さん（一戸）は「協力隊員の発表を楽し
く聞くことができた」と話しました。

DJ 体験ブースで機材に触れてみる来場者

いちのへ高齢者まつり
やかな発表と力作展示華

　２月21日、いちのへ高齢者まつりが町コミュニティ
センターで開催され、300 人以上が来場しました。
　ステージでは各団体が日頃の練習の成果として歌や
踊りを披露し、会場は拍手に包まれました。作品展示
では、竹細工や手作り作品、福祉施設による作品が並
び、来場者は細やかな技術に足を止めて見入っていま
した。

多くの作品が展示されました

タグラグビー体験会慣
　町スポーツ少年団交流会の一環として、タグラグビー
体験会が 2 月 23 日に一戸地区センター体育館で開催
されました。参加者は講師の日本製鉄釜石シーウェイ
ブスの長田剛さんから、ボールの扱い方を教わりなが
ら、タグラグビーを体験。澤口朝

あ さ ひ
躍さん（一戸南小・3 年）

は「ボールが予想外の方向に跳ねるので扱いが難しかっ
たが、楽しかった」と笑顔を見せました。

タグを取られないようボールを抱えて逃げる子ども

れないボールに戸惑い

転出届はオンラインで提出できます
オンラインでの提出は窓口へ行く必要がありません。また、時間を
気にせず、祝日や夜間などいつでも提出できます。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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　放任果樹を伐採し
　　獣が近寄りにくい町へ

鳥獣対策最前線 vol.04

野
生
鳥
獣
被
害
を
防
ぐ

緩
衝
帯
整
備

　

近
年
、
シ
カ
や
ク
マ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
被
害
や
人
と
の
遭
遇
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
放
任
さ
れ
た
果
樹
の
伐

採
や
耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
を
行
い
、

見
通
し
の
よ
い
『
緩か

ん
し
ょ
う
た
い

衝
帯
』
を
整
備
す

る
こ
と
が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
緩
衝
帯
整
備
を
進
め
る
た

め
、
整
備
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

緩
衝
帯
整
備
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た

　
1
月
25
日
、
岩
舘
地
区
で
『
放
任
果

樹
伐
採・庭
畑
整
備
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

問農林課　☎ 33-4854　内線 1256問農林課　☎ 33-4854　内線 1256

【お知らせ】
　農林課では、緩
衝帯整備に関する
補助を行っていま
す。
　現地確認や事業者の紹介など、
窓口でのサポートも可能です。
　地域全体で獣害対策に取り組ん
でいきましょう。

の
伐
採・剪せ

ん
て
い定
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
特
に
、
集
落
内
に
残
る
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
を
誘
引
す
る
栗
、
柿
な
ど
の
樹

木
の
伐
採
は
、
出
没
な
ど
を
抑
制
す

る
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
、
他
地
域

の
事
例
で
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
冬
は
伐
採
作
業
が
し
や
す
く
、
ク

マ
も
冬
眠
に
入
り
出
没
が
少
な
い
た

め
、
安
全
に
整
備
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

鳥
獣
緩
衝
帯
の
整
備
補
助
金
は
、

機
械
の
賃
料
や
燃
料
代
、
伐
採
し
た

樹
木
や
刈
り
払
っ
た
草
の
処
分
料
、

作
業
を
委
託
し
た
場
合
の
委
託
料
も

対
象
で
す
。
無
理
の
な
い
形
で
、
継

続
的
な
維
持
管
理
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ワークショップの様子

　
農
地
付
き
空
き
家
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
、
参
加
者
で
周
辺
を
見
回
り
な
が

ら
、
獣
の
隠
れ
場
所
に
な
り
や
す
い
箇

所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

高
木
化
し
て
収
穫
さ
れ
な
く
な
っ
た

カ
キ
や
ナ
シ
の
木
、
山
林
と
の
境
に
立

つ
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
、
放
置
さ
れ
た
果
樹

棚
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な
ど
が
見
ら
れ
、

こ
れ
ら
が
獣
の
潜
み
場
に
な
り
得
る
こ

と
を
参
加
者
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳

細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

集
落
内
を
含
め
た
整
備
の
重
要
性

　
緩
衝
帯
整
備
は
、
大
規
模
な
山
林
整

備
だ
け
で
な
く
、
農
地
内
の
放
任
果
樹

や
集
落
内
の
ク
リ
、
カ
キ
な
ど
の
樹
木

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ冬の伐採作業

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

＃桜陵
話題Topics

卒業証書を受け取る卒業生

　３月１日、北桜高校の卒業式が二戸市民文化会館
で行われました。会場には保護者や来賓、教職員が
多数出席し、晴れやかな雰囲気の中、卒業生の門出
を温かく見守りました。
　式では卒業証書授与が行われ、担任から一人ひと
りの名前が呼ばれると、卒業生は力強く返事をして
登壇し、山影稔男校長から証書を受け取りました。
　校長式辞では、これまでの学校生活で積み重ねて
きた努力をたたえるとともに、「それぞれの進路で
自分らしく挑戦を続け、社会で大きく羽ばたいてほ
しい」と生徒らに激励の言葉が贈られました。
　在校生送辞では、学校生活でリーダーシップを発
揮してきた先輩への感謝と尊敬の思いが述べられる

学 びやと別れ新たな一歩 
北桜高校卒業式

年度へつなぐ学び
探究活動報告会来

　２月 12 日、１年生の『産業社会と人間』の時間
に、２年生によって本年度行われた探究活動の報告
会が実施されました。
　報告会では、探究活動に取り組んだ２年生が、自
身のテーマ設定の経緯や調査方法、活動を通して得
た学びを１年生に向けて分かりやすく発表しまし
た。発表は具体的な事例を交えた内容で、１年生は
熱心に耳を傾け、次年度から本格的に始まる探究活
動の目的や意義について理解を深めるとともに、先
輩の体験談を通して活動のイメージをつかむことが
できました。
　２年生からは「興味を持ったことを深く掘り下げ
ることが大切」「失敗も学びにつながる」など、実

1 年生に向けて報告を行う 2 年生の生徒

北桜高校の最新情報は
こちらからチェック

と、これを受けた卒業生答辞では、仲間と過ごした
かけがえのない日々を振り返りながら、友人や家族、
教職員への感謝の気持ちが語られ、多くの出席者が
耳を傾けていました。
　卒業生はそれぞれの夢や目標に向かい、新たな一
歩を踏み出しました。

践に基づく助言が多く寄せられました。こうした先
輩からの率直な言葉は、１年生にとって今後の活動
を考える上で大きなヒントとなったようです。また
発表の内容や取り組み方に触れることで、１年生が
主体的に探究テーマを考え、来年度の活動に意欲を
もつ貴重な機会となりました。

北桜高校の魅力と旬な情報を発信！
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TOWN INFOMATIONまちのお知らせと情報

　 お知らせ
軽自動車税・固定資産税の減免申請は毎年必要です

申請時はマイナンバーカードを忘れずに！

【固定資産税】
　■対象
　　�生活保護受給者が所有する固定資産、または

公民館・集会所、消防屯所など
　■申請方法
　　�　4 月 16 日㈭までに、減免申請書に納税通

知書を添えて問い合わせ先に提出してくださ
い。

【軽自動車税】
　■対象
　　�身体などの障がいがある人で、歩行が困難な

人が所有する軽自動車・常時介護する人が運
転する軽自動車

　　※�普通自動車税で減免を受けている場合は対
象になりません。

問税務会計課　☎ 33-4857　内線 1123・1124

　■申請方法
　　�　5 月 25 日㈪までに、運転免許証、車検証、

障害者手帳、納税通知書を持参のうえ、問い
合わせ先に申請してください。

■注意事項（固定資産税・軽自動車税とも）
　�　減免申請にはマイナンバーの記載が必要で

す。申請時にはマイナンバーの番号確認と本人
の身元確認をさせていただきますので、マイナ
ンバーカードまたは通知カード、顔写真付き身
分証明書（運転免許証など）をご持参ください。

　�　顔写真付き身分証明書をお持ちでない人は、
次の身分証明書が必要です（公的医療保険の被
保険者証、年金手帳、児童扶養手当証書、特別
児童扶養手当証書のうちいずれか１点。その他
の身分証明書等は２点）。

　 お知らせ
御所野遺跡世界遺産登録 5 周年記念

『いちのへ暮らし応援！商品券』を配布します

　エネルギーや食料品など、物価高
騰の影響を受けている住民の家計負
担を緩和するため、町内の取扱店
舗で利用可能な『いちのへ暮らし応
援！商品券』を、町民１人につき１万円分お届け
します。
■対象者　�令和 8 年 3 月 1 日現在で町の住民基

本台帳に登録されている人
■金額　�町民 1 人あたり 1 セット　1 万円分
　　　　�（ 商 工 会 券 1,000 円 × 7 枚、 共 通 券

1,000 円× 3 枚）
■使用期間　4 月 24 日㈮～ 10 月 23 日㈮
　　　　　　※�使用期間後は無効となりますので

ご注意ください
■取扱店
　�　商品券は「いちのへ暮らし応援！商品券取扱

店」として登録された店舗や事業所で利用する
ことができます。

　�　商品券に同封される『取扱店一覧』のほか、
店頭に掲示するポスターや POP が目印です。

■使用対象　
　取扱店の商品およびサービスなど
　※�公共料金の支払い、商用決済資金、たばこ、

切手、印紙、プリペイドカード、その他商品

問商工観光課　☎ 33-4855　内線 1261

券など換金性の高い物、不動産、金融商品な
どは対象外です。

■送付時期
　4 月上旬からゆうパックで配達開始
　※�順次配達のため、商品券の使用開始日以降に

届く場合があります。
■受け取りに関する注意点
　・�対面でのお届けとなります。
　・世帯主宛てに世帯全員分を送付します。
　・�4 月中旬までの 1 回目配達期間は、不在連

絡票は投函されませんのでご注意ください。
　・�2 回目配達の際に不在の場合には不在連絡票

が投函されますので、再配達の手続きをお願
いします。再配達受付は 5 月 17 日㈰までで
す。

　・�配達に関する相談は、4 月 27 日㈪以降に二
戸郵便局（☎ 0570-943-875）にお問い合
わせください。

　・�天候により配達が遅れる場合があります。
　・�商品券の配布について、町や郵便局から銀行

や ATM へ誘導することはありません。『日
本郵便』を名乗る詐欺電話の事例も確認され
ています。不審な電話などがあった際は、最
寄りの警察署などにご連絡ください。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　総務省消防庁の『救助用資機材搭載型消防ポン
プ自動車の無償貸付事業』により、町消防団に新
たな消防ポンプ自動車が貸与されました。
　今回貸与された車両には、消火活動に必要な資
機材に加え、救助や排水作業に対応できる各種装
備が搭載されており、これまで以上に迅速な災害
対応が可能となります。狭い道路や冠水箇所など、
さまざまな現場での機動力向上も期待されていま
す。
　町では、今後も消防団員による訓練や運用体制
の充実を図りながら、地域防災力のさらなる強化
に努めていきます。

　町民の皆さまにおかれましても、消防団活動へ
のご理解とご協力をお願いします。

お知らせ
地域防災力の強化へ

消防ポンプ車が貸与されました
問総務課　☎ 33-4850　内線 1580

貸与された消防ポンプ車

　 お知らせ
温泉×ヨガで心身をリフレッシュ

『ととのう温泉ヨガ』を開催します

　奥中山高原温泉では、心と体をゆっくり整える
『ととのう温泉ヨガ』を開催します。
　呼吸に合わせて無理なく体をほぐした後は、温
泉でじんわりリラックス。
　初心者や体が硬い人でも安心して参加できる、
女性限定のやさしいヨガクラスです。
■日時
　�4 月 18 日㈯、5 月 16 日㈯、6 月 20 日㈯
　各日 14:00 ～ 15:00
■場所
　奥中山高原温泉『朝朱の湯』大会議室
■料金
　2,000 円（ヨガ & 温泉入浴）
■対象
　�18 歳以上の女性
■定員　先着 15 人
■申込方法　�　予約サイトから申し

込んでください。操作
が難しい場合は問い合
わせ先にご相談ください。

問奥中山高原株式会社　☎ 35-3131

予
約
サ
イ
ト
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総合保健福祉センター

地域包括支援センター

健だより
総合保健福祉センター
☎ 32-3700

News from Health保

シルリハ一戸えがおの会　問地域包括支援センター☎ 32-3700
　■日時　4月 3日㈮、4月 17日㈮　10:00 ～ 11:00
　■場所　いちボラ＋（旧一戸幼稚園）
　■持ち物　タオル、飲み物
オレンジカフェさくらの会　問社会福祉協議会☎ 33-3385
　■日時　4月 11日㈯　10:00 ～ 12:00
　■場所　町コミュニティセンター
　■参加費　100円

★子育て支援ひろばのびのび　
　平日の㊊・㊌・㊎ 9:30 ～ 14:30
　☎ 32-3770　※（旧一戸幼稚園）
★るんだるんだ　※要予約
　平日の㊊・㊍（祝日を除く）9:30 ～ 12:00
　☎ 35-2314　※（奥中山学園内）

月日 受付時間 場所 地区 

4 月 7 日㈫
９：30 ～ 11：00

小鳥谷地区センター
下仁昌寺、上仁昌寺、居也中村、道地駒木、高屋敷若子内

13：00 ～ 14：00 平糠 1、平糠 2、平糠 3、平糠 4、平糠 5、田中開拓 1、田中開拓 2、小繋、田子

8 日㈬
９：00 ～ 11：00

小鳥谷地区センター
姉帯地区、面岸地区

13：00 ～ 14：00 川又、小性堂、野中、穴久保・女鹿沢、野里、中屋敷

9 日㈭ 
９：30 ～ 11：00

奥中山地区センター
奥中山 1、奥中山 2

13：00 ～ 14：00 宇別、旧中山、釜石、二戸郷、火行

10 日㈮
９：00 ～ 11：00

奥中山地区センター
奥中山 3、日蓄、岳川、豊ケ岡、上下田子、袖ケ沢、軽井沢

13：00 ～ 14：00 奥中山 4、摺糠

13 日㈪
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
蛇ノ島、上小友、大谷地、小友 1、小友 2、半在家、下小友

13：00 ～ 14：00 平船、下楢山 1、下楢山 2、下楢山 3、双畑、下女鹿、女鹿

14 日㈫
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
来田 1、来田 2、上女鹿 1、上女鹿 2

13：00 ～ 14：00 八木沢、川原田平、悪戸平、滝ノ沢

15 日㈬
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
上月舘、岩清水、下出ル町、上出ル町、与羽

13：00 ～ 14：00 袖子田、中里 1、中里 2、泉田、月舘稲荷、大屋敷、赤屋敷

16 日㈭
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
過利石、中野平、中瀬、野崎、中村、野磯鶏

13：00 ～ 14：00 駅前、諏訪野、元諏訪野

20 日㈪
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
沢田、田中、地切、子守

13：00 ～ 14：00 袋町

21 日㈫
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
向町、野田坂、野田

13：00 ～ 14：00 越田橋、八幡町、小井田

23 日㈭
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
樋ノ口、小滝、稲荷

13：00 ～ 14：00 中田

24 日㈮
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
北舘、中道、永代町

13：00 ～ 14：00 下町、横町、中町、上町

25 日㈯
９：00 ～ 11：00

総合保健福祉センター
西法寺

13：00 ～ 14：00 関屋、女鹿口

▶特定健診の日程と場所

※�地区指定日に受けられない人は、上記の都合の良い日に受診してください（連絡不要）。

健診は予防と検診の二刀流

春の特定健診・各種検診 問健康子ども課
　☎ 32-3700　内線 2609

■各種検診対象者（医療保険の区別なし）
　・肺がん等検診（40 歳以上）
　・大腸がん検診（35 歳以上、要事前申込）
　・前立腺がん検診（50 歳以上の男性）
　・�肝 炎 ウ イ ル ス 検 査（40、45、50、55、60、

65、70 歳で町の検査を受けたことがない人）
　・�骨粗しょう症予防検診（40、45、50、55、60、

65、70 歳の女性）
■当日の持ち物
　　�保険証または資格確認書、健康診断受診票、健康

手帳（持っている人）、受診券（⑤該当者）、前回
の健診結果通知（持っている人）、採尿容器（特
定健診受診者）、検体容器（大腸がん検診受診者）

　無料で受けられる春の特定健診・各種検診を実施し
ます。これまでに受診を申し込んだ人には、事前に受
診票をお届けします。これから申し込む人は、問い合
わせ先に連絡してください。
■特定健診対象者（年齢は令和 9 年 4 月 1 日基準）
�　① 19 ～ 39 歳の人
　② 40 歳以上の一戸町国民健康保険加入者
　③ 40 歳以上の生活保護受給者
　④後期高齢者医療制度加入者
　⑤�国民健康保険・後期高齢者医療制度以外の健康保

険加入者で『「集合Ｂ」受診券』を持っている人（『受
診券』は各保険者が発行しますので保険者に相談
してください）

※春の健診を受診しない人は、受診票・検体容器（大腸がん検診）を秋の健診で使いますので、大切に保管してください。

ちょっとした一言が
いのちを守るかも

3 月は自殺対策強化月間

られるよう取り組んでいます。
●悲しい選択の現状
　全国では、年に約 2 万人が自ら
命を絶っており、厚生労働省が実施
した意識調査では、4 人に 1 人が「こ
れまでに本気で自殺を考えたことが
ある」と回答しています。
　ＷＨＯ（世界保健機構）は「自殺
はその多くが防ぐことのできる社会
的な問題」と明言しており、自殺対
策には、多くの人が関わり、支え合
う社会をつくることが必要です。
●いのちを救うアクション
　「最近どう？」といった一言でも、

　新生活を目前に、やる気に満ち溢
れる人も多い一方、環境の変化をス
トレスに感じる人も多く、3 月・4
月は『自殺』という悲しい選択に追
い込まれてしまう人が多く見られて
います。町は、第 2 次一戸町自殺
対策計画を策定し、1 人でも多くの
人が悲しい選択に追い込まれずにい

それがきっかけで深い対話につなが
ることがあります。会話を通じて、

「あなたは大切な存在だ」「困ったと
きは助けを求めてもいいんだ」とい
ったメッセージを届けることが、孤
立感を和らげる助けになります。『聴
くこと』、『寄り添うこと』、『話すこ
と』の大切さを忘れず、支え合いの
輪を広げましょう。
●相談窓口があります
　厚生労働省ホームペ
ージでは電話や SNS
で相談できる相談先を
紹介しています。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

高齢者を狙った
詐欺や悪質商法が増加 !

注意してください

【よくある手口】
　・�「医療費・保険料の還付がある」

と⾔って ATM に誘導される。
　・�「名義を貸してほしい」「保証⼈

になってほしい」と⾦銭を要求
される。

　・�「屋根が壊れている」「床下にシ
ロアリがいる」と不要な⼯事を
すすめられる。

　・�「今だけの特別価格」「このまま
では損をする」と不安をあおる。

　・�⾝内を名乗り「携帯番号が変わ
った」「お⾦を振り込んで」と
言われる。

　最近、二戸地域内でも⾼齢者を狙
った『消費者被害』や『特殊詐欺（オ
レオレ詐欺・還付⾦詐欺など）』が
発⽣しています。
　あやしい電話や訪問があったとき
は、すぐに返事をせず、⼀度ご家族
や地域包括⽀援センターに相談して
ください。

【被害を防ぐために】
　〇�不審な電話・訪問は、すぐに対

応せず⼀度冷静に！
　〇�「急いでお⾦を振り込んで」は

詐欺のサイン！
　〇�在宅時も留守番電話機能を活⽤

しましょう。
　〇�家族や近所の⼈とこまめに連絡

を取りましょう。
　〇�少しでも『おかしい』と思った

ら、相談しましょう。
　早めの相談が被害防止につながり
ます。不安を感じたら一人で悩まず、
すぐに相談しましょう。
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過去の運動あそび教室の様子

『いちのへ縄文里山クラブ』会員募集中！

　「御所野遺跡の価値を知りたい」「一戸町の文化財を
もっと知りたい」「御所野遺跡や町の文化財のガイド
活動をしてみたい」「御所野遺跡でみんなと一緒に活
動してみたい」そんな皆さんの入会をお待ちしていま
す。まずはお気軽にお問い合わせください！
■申込方法　�　博物館受付にお越しいただくか、問い

合わせ先に電話で申し込んでください。

運動あそび教室体験会のお知らせ

　令和 8 年度運動あそび教室体験会を開催します。参
加者全員にお菓子のプレゼントもあります。お誘い合
わせの上、ご参加ください。
■日時　�4 月 19 日㈰　10:00 ～ 11:30
■場所　町コミュニティセンター　ホール
■参加料　1 人 300 円
■持ち物　シューズ・飲み物
■その他　次回開催予定日：5 月 17 日㈰
　　　　　※時間、場所は同じです

文化・文芸・スポーツ

わわわのどぉーも & ぶらぶららいぶらりぃ

お
す
す
め
の
1
冊

図書館ってどんなところか、知ってる？
本の探し方や、背表紙についている数字
の秘密、図書館の歴史、日本にあるいろ
いろな図書館など、図書館についての知
識が満載。図書館が出てくる本の紹介も
有。この本を読んで、図書館にあそびに
いってみよう！

『�

図
書
館
探
偵
団
』

野
口
武
悟
／
監
修

柴
田
こ
ず
え
／
編
集
・
文

岩
崎
書
店
／
刊

児
童
書

日本にある何千もの美術館の中から、全
国の小さくてかわいい美術館 102 館を紹
介する。三沢市寺山修司記念館、横手市
増田まんが美術館など、東北の美術館も
掲載。併設カフェの情報やミュージアム
ショップのグッズ紹介も有。美術館の楽
しみが広がる一冊。

『�

日
本
全
国
か
わ
い
い
美
術
館
の

旅
』

浦
島
茂
世
／
監
修

宝
島
社
／
刊

一
般
書

イ ベ ン ト カ レ ン ダ ー

令和 8 年度水中運動教室のご案内

　4 月 8 日㈬から、水中運動教室がスタートします。
ぜひご参加ください。
■日時　毎週水曜日　13:00 ～ 14:00
　　　　（受付：12:45）
■場所　二戸スイミングスクール
■参加料　1 回 700 円
　　　　　※�スポーツ安全保険に加入していただきま

す（60 歳まで：1,850 円 / 年、65 歳以上：
1,250 円 / 年）。

Sports
運動公園だより
問ＮＰＯスポーツウェルネス
　☎ 33-4444　FAX 33-4445
　開館　9：00 ～ 21：00

History
御所野縄文博物館だより

問御所野縄文博物館 ☎ 32-2652
　○休館日
　　3/16 ㈪、23 ㈪、30 ㈪
　　4/6 ㈪、13 ㈪

▷ 4 月

4 土 10:30 ～としょかん映画会 / 幼
児・児童向け

8 水 13:00 ～カラオケ倶楽部 / 無料

12 日 9:00 ～絵画教室 / 一般向け / 無料

15 水 13:30 ～童謡・唱歌を楽しむ会

17 金
10:45 ～とことこおはなし会 /
乳幼児向け（地域子育て支援セン
ターのびのび）

22 水 13:00 ～カラオケ倶楽部 / 無料

25 土
10:30 ～初心者向け歴史講座『地
域めぐりしたくなる歴史への扉』
/ 無料

26 日 9:00 ～絵画教室 / 一般向け / 無料

○ 4 月休館日
　�6 ㈪、13 ㈪、20 ㈪、
　27 ㈪、30 ㈭

▷ 3 月

町文化協会写真部会作品展示会
（～ 3 月 14 日㈯）

13 金
10:45 ～とことこおはなし会 /
乳幼児向け（地域子育て支援セン
ターのびのび）

20 金
10:30 ～ライフプラン支援講座親
子向け出張授業～おこづかいから
学ぶお金の話 / 小学生の親子 / 無
料 / 要申込

22 日 9:00 ～絵画教室 / 一般向け / 無料

25 水 13:00 ～カラオケ倶楽部 / 無料

28 土
10:30 ～初心者向け歴史講座『地
域めぐりしたくなる歴史への扉』
/ 無料

○ 3 月休館日
　�16 ㈪、23 ㈪、30 ㈪

新年度も元気いっぱい！

全種類のカードを集めよう！

コミセン▷ https://ichi-culture.jp/　☎ 31-1400　FAX 31-1888
〒 028-5312　一戸字砂森 117-2

図書館▷ https://ichinohe-lib.sakura.ne.jp/　☎ 43-3555　FAX 43-3310

1

初心者向け歴史講座『地域めぐりしたくなる歴史への扉』

　高田和德氏を講師に、地域の名所や歴史的背景について学ぶ、
初心者向けの歴史講座です。
　先着 50 人まで、無料でどなたでも参加できる講座です。
■日時　3 月 28 日㈯　10:30 ～ 12:00
■場所　町コミュニティセンター　ホール
■これまでの内容　�『一戸～九戸の地名の由来』『幻の寺 西方

寺と毘沙門堂』『御山参りと天台寺』『観音
巡礼と鳥越観音堂』『奥州街道～人が行き
交った歴史の道』『石碑が語る地域の歴史』

『一戸城跡出土の馬印と糠部の馬産』
問コミュニティセンター

注目 2

『北いわて縄文カード』配布中です！

　御所野縄文博物館では、有料展
示室へ入館した人を対象に『北い
わて縄文カード（鼻曲り土面）』を
配布しています。他 4 種類のカー
ドは二戸管内の歴史文化施設で配
布されます（なくなり次第終了）。
■配布場所　御所野縄文博物館 1 階受付
問二戸地域振興センター
　☎ 0195-23-9205

�ライフプラン支援講座親子向け出張授業
～おこづかいから学ぶお金の話～

　金融経済教育推進機構（Ｊ－ＦＬＥＣ）より講師を派遣いた
だき、小学校低学年の親子向けにおこづかいの使い方や貯め方
などを学び、貯金箱を作るワークショップを行います。
■日時　3 月 20 日㈮㈷　10:30 ～
■場所　町コミュニティセンター　会議室
■対象　小学生の親子　15 組
■料金　無料
■申込方法　問い合わせ先に電話で申し込んでください。
問図書館

注目 1

2

過去の運動あそび教室の様子



ICHINOHE   2425   2026 年 3 月号

いちのへまちめぐりミュージアム cultural property

　
町
で
は
、
昭
和
60
年
に
行
わ
れ
た
調
査

な
ど
に
よ
り
、
45
軒
の
家
で
オ
シ
ラ
サ
マ

を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
数
は
、
オ
シ
ラ
サ
マ
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
岩
手
県
沿
岸
部
に
匹
敵
す
る

数
で
す
。

　
オ
シ
ラ
サ
マ
は
、
主
に
東
北
地
方
に
分

布
し
、
養
蚕
や
目
の
神
様
な
ど
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
家
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
が
、
長
さ
30
㌢
㍍
前
後
、
直
径
1.5
㌢

㍍
前
後
の
木
材
の
端
に
、
人
や
馬
の
顔
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
布
を
着
せ
て

い
ま
す
。

　
オ
シ
ラ
サ
マ
は
普
段
神
棚
に
置
か
れ
て

い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
家
で
は
、
旧
・

新
1
月
16
日
に
な
る
と
神
棚
か
ら
下
ろ
し

て
床
の
間
な
ど
に
並
べ
て
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
そ
の
家
の
年
長
の
女
性
が
オ

シ
ラ
サ
マ
に
オ
セ
ン
ダ
ク
（
着
物
）
を
着

せ
ま
し
た
。
オ
セ
ン
ダ
ク
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
ら
、
古
い
も
の
を
脱
が
せ
、
お
守

り
な
ど
に
し
て
使
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し

て
、
オ
シ
ラ
サ
マ
を
子
ど
も
た
ち
と
遊
ば

せ
た
り
、
女
性
た
ち
が
集
ま
り
お
神
酒
上

げ
を
し
た
り
、
も
の
も
ら
い
な
ど
の
目
の

病
気
が
治
る
よ
う
に
オ
シ
ラ
サ
マ
の
頭
を

目
に
当
て
て
こ
す
り
ま
し
た
。

　

２
月
、
令
和
４
年

に
ご
寄
贈
い
た
だ
い

た
オ
シ
ラ
サ
マ
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
オ
シ
ラ
サ
マ

は
、
昭
和
60
年
の
調

査
に
は
報
告
が
な

く
、
神
仏
図
と
と
も

に
行こ

う
り李
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
全
部
で
４
体
あ
り
、
２
体
で
１

組
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
１
組
の
オ
シ
ラ
サ
マ
は
、
ご

神
体
に
男
性
と
女
性
の
顔
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
顔
の
部
分
は
紙
で
覆
わ
れ
、

そ
の
上
か
ら
麻
を
３
～
４
枚
、
赤
無
地
の

布
４
枚
、
花
柄
の
赤
い
布
１
枚
を
着
せ
ら

れ
、
布
と
布
の
間
に
は
毎
回
綿
を
挟
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

麻
に
は
型
紙
で
染

め
た
模
様
が
つ
い
て

い
ま
す
。
持
ち
主
が
、

オ
シ
ラ
サ
マ
に
よ
り

よ
い
も
の
を
着
せ
よ

う
と
気
持
ち
を
込
め
、

丁
寧
に
用
意
し
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
引
き
続
き
調
査
を
進
め
、
調
査
内
容
を

ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町

の
オ
シ
ラ
サ
マ
の
情
報
を
、
ぜ
ひ
博
物
館

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

速報！一戸のオシラサマ速報！一戸のオシラサマ
問世界遺産課　畠山美友　☎32-2652

○先月号の答え
　1893 年 / 明治 26 年
○�先月号の当選者（応募 13 通）
　�　①クロスケさん　②ガッキーさん
　　③だるまさん

○今月号のクイズ
　Q1　�第 63 回全国中学校スキー

大会が開催されたのは長野
県〇〇〇〇スキー場？（ヒ
ント 2㌻）

　Q2　�広報に関する意見感想、取り
上げてほしい人・内容などあ
りましたらお聞かせください。

○あて先
　〒 028-5311
　一戸町高善寺字大川鉢 24-9
　�広報クイズ係（3 月 31 日締切）
　メール：�kouhou@town.ichinohe.

iwate.jp

○�応募方法
　�ハガキ、またはメールに①クイズの

答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤
電話番号、⑥ペンネーム（あれば）
を記入し、下記あて先へご応募くだ
さい。

　�右 記 QR コ ー ド を ス
キャンして、町ホーム
ページからも応募でき
ます。

広報クイズ
一戸町の商品券が当たる

はがき、メールで！

火災　  0 件　救急　 55 件
　　　火災・救急 (1 月分 )

　　　交通事故 (1 月分 )

発生件数 　29 件
　人身事故  3件（死者0人）
　物損事故 26件

総排出量　202.5㌧（－ 6.5㌧）
１人１日　492㌘（－ 19㌘）

　　ごみの量 1 月分（前年同月比）

　　　人の動き 1 月末 ( 前月比 )
人口　10,264 人（－ 47）
　�男性 4,970 人（－ 24）
　女性 5,294 人（－ 23）
世帯数　5,307 世帯（－ 17）
　転入 09 人　 転出 29 人
　出生 3 人　 死亡 30 人

短
　
歌

俳
　
句

文芸 tanka・haiku 1 月短歌・俳句会　一戸町文化協会短歌・俳句部会　場所・まちなか交流館

味
噌
玉
を
吊
る
し
た
祖
母
の
家
の
な
く

　
遠
き
思
い
出
記
憶
の
す
み
に　
　
　
　
　
　
柴
田
の
ぞ
み

一
年
を
丹
精
込
め
し
野
菜
な
ど

　
友
に
頂
き
正
月
豊
か　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
山　
智
子

初
日
の
出
湖
に
写
る
逆
さ
富
士

　
清す

が
や
か
さ
満
つ
良
き
年
あ
ら
む　
　
　
　
　
大
矢　
ト
モ

昨
日
と
今
日
何
ら
変
ら
ぬ
朝
な
れ
ど

　
新
年
と
い
う
め
で
た
き
朝
な
り　
　
　
　
　
遠
藤　
み
き

ひ
い
孫
の
写
真
孫
よ
り
つ
ぎ
つ
ぎ
と

　
見
て
い
て
さ
が
す
似
て
い
る
と
こ
ろ　
　
　
中
舘　
木
実

膝
痛
に
『
ラ
ジ
オ
波
』
か
け
る
新
治
療

　
不
安
こ
も
ご
も
医
師
に
委
ね
ん　
　
　
　
　
柴
田
サ
ヨ
子

肌
を
さ
す
北
風
の
中
足
早
に

　
道
を
急
げ
ば
人
影
も
な
し　
　
　
　
　
　
　
遠
藤　
道
子

窓
ち
か
く
木
立
の
細
枝
星
ぼ
し
の

　
さ
さ
や
き
止
ま
ず
聖
夜
は
ち
か
し　
　
　
　
初
森　
テ
ル

細さ
さ
め
ゆ
き雪
愛
犬
偲し

の
び
名
を
そ
っ
と　
　
　
　
　
　
　
中
舘　
木
実

賑
や
か
な
年
越
し
ゆ
き
て
又
ひ
と
り
　
　
　
　
柴
田
サ
ヨ
子

今
年
酒
杉
玉
青
き
新
店
舗　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
の
ぞ
み

父
母
の
句
碑
を
抱
き
て
山
眠
る　
　
　
　
　
　
南
舘
田
鶴
子

ス
ト
ー
ブ
に
煮
物
ゆ
だ
ね
て
一
人
住
む　
　
　
東
山　
智
子

雪
空
を
枯
葉
と
舞
ふ
鳥
急
降
下　
　
　
　
　
　
遠
藤　
み
き

橇そ
り
の
り
の
園
児
の
声
の
か
ん
だ
か
し　
　
　
　
遠
藤　
道
子

皆さんからのおたより Letter

毎
月
一
戸
町
の
ホ
ッ
ト
な
情
報

を
見
る
と
安
心
し
、
改
め
て

良
い
町
だ
な
と
思
い
に
ふ
け
ま
す
。

昔
の
よ
う
に
ま
た
町
の
人
々
や
活

気
が
戻
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
　�
盛
岡
市
　
40
代
男
性

☆�

町
の
活
気
や
人
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
話

題
を
、
こ
れ
か
ら
も
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ぜ
ひ
広
報
い
ち
の
へ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

い
ち
の
へ
の
鉄
道
1
3
5
年

の
歩
み
を
じ
っ
く
り
見
ま
し

た
。
そ
の
時
代
の
仕
事
に
関
わ
っ
た

全
て
の
方
々
に
拍
手
を
送
り
た
い

気
持
ち
で
す
電
車
に
乗
っ
て
景
色

を
眺
め
た
く
な
り
ま
し
た
。

二
戸
市
　
60
代
女
性

☆�

長
い
歴
史
を
た
ど
っ
て
き
た
鉄
道
に
乗
っ
て
、

車
窓
か
ら
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
あ
ら
た

め
て
町
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

オシラサマを神棚から下ろして飾っ
ている様子

（一戸町教育委員会（1986）一戸町文化
財調査報告書第 14 集『いちのへのオシラ
サマ』より転載）

調査したオシラサマ型染めした麻

　

２
月
18
日
に
招
集
さ
れ
た
３
月

議
会
定
例
会
で
来
年
度
の
町
政
の

方
向
性
を
示
す
施
政
方
針
を
述
べ

ま
し
た
の
で
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

８
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

り
、『
御
所
野
遺
跡
を
生
か
し
道
の

駅
整
備
を
見
据
え
た
地
域
産
業
の

振
興
に
資
す
る
事
業
』
や
『
持
続

可
能
な
農
業
や
林
業
の
実
現
に
資

す
る
事
業
』
な
ど
４
つ
の
重
点
項

目
に
対
し
積
極
的
に
予
算
計
上
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
月
の
臨
時

議
会
で
可
決
い
た
だ
い
た
、
８
年

度
に
実
施
す
る
物
価
高
騰
対
策
も

合
わ
せ
、
日
常
生
活
や
経
済
活
動

へ
も
配
慮
し
た
予
算
と
な
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
で
は
、
冬
季
野
菜
の

生
産
拡
大
や
、
農
業
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
を
通
じ
、
付
加
価
値
の
高
い

農
産
物
生
産
へ
の
挑
戦
を
支
援

し
、
産
地
の
維
持
と
魅
力
発
信
に

努
め
ま
す
。

　
御
所
野
遺
跡
や
奥
中
山
高
原
を

は
じ
め
と
す
る
町
の
歴
史
・
文
化

資
源
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か

し
、
事
業
者
が
主
体
的
に
関
わ
る

こ
と
で
、
地
域
全
体
が
稼
ぐ
力
を

持
つ
観
光
へ
転
換
す
べ
く
、
４
月

に
は
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
を
設

立
し
ま
す
。

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
で
は
、
新

た
な
保
育
の
提
供
と
し
て
『
こ
ど

も
誰
で
も
通
園
制
度
』
を
４
月
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。ま
た
同
時
に
、

子
育
て
支
援
策
の
着
実
な
実
施
の

た
め『
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー（
仮

称
）』
を
発
足
し
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
な
い

こちら町長室 message from the mayor

44
月月
11
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

サ
ポ
ー
ト
と
、
公
的
支
援
を
必
要

と
す
る
ご
家
庭
へ
の
伴
走
型
支
援

も
行
い
ま
す
。

　
住
宅
事
業
で
は
、
子
育
て
等
認

定
賃
貸
住
宅
の
改
修
等
へ
の
助

成
、
居
住
誘
導
区
域
へ
の
移
転
を

促
す
た
め
の
宅
地
整
備
の
検
討
や

新
築
を
促
す
補
助
制
度
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
空
き
家
利
活
用
を

進
め
る
た
め
、
取
得
と
改
修
に
対

す
る
助
成
も
行
い
ま
す
。

　
本
年
７
月
に
は
御
所
野
遺
跡
の

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
を
迎
え
ま

す
。
何
に
も
代
え
難
く
、
世
界
に

誇
る
大
切
な
宝
が
日
常
の
生
活
の

中
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
も
う

一
度
、
こ
の
機
会
に
皆
様
と
確
認

し
合
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
４
月
号
掲
載
予
定
で
す
。
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※当番医は変更になる場合がありますので、事前に電話で確認してください

♨ 奥中山高原・来田温泉　町民割引券

（広報 3 月号―R8.4.30 まで有効）

　�　この券で、下記の温泉の日帰り入浴（入
浴のみ）を割引金額でご利用できます。

　　　　　　　※本券 1 枚につき 1 人有効。
　■煌星の湯・朝朱の湯
　　中学生以上　     100 円 引き
　■来田保養センター
　　休館日　第１週、第３週火曜日
　　中学生以上　     50 円 引き

♨ 奥中山高原・来田温泉　町民割引券

（広報 3 月号―R8.4.30 まで有効）

　�　この券で、下記の温泉の日帰り入浴（入
浴のみ）を割引金額でご利用できます。

　　　　　　　※本券 1 枚につき 1 人有効。
　■煌星の湯・朝朱の湯
　　中学生以上　     100 円 引き
　■来田保養センター
　　休館日　第１週、第３週火曜日
　　中学生以上　     50 円 引き

■朝朱の湯大浴場

町民割引券について
　奥中山高原温泉と来田保養セン
ターでは、町民の皆さんが利用しや
すいよう、割引券を発行します。
　点線で切り取り、フロントなどに
提出すれば右記の割引が受けられま
すので、ぜひご利用ください。

■休日急患当番医 ― 診察時間 9:00 ～ 17:00■休日当番歯科医 ― 診察時間 9:00 ～ 12:00
✚ 一戸町と近隣市町村の休日当番医

月日 当番歯科医（管内） 休日当番医（管内） 休日当番医（岩手町など）

3/15 ㈰ ぽっぽ歯科クリニック
☎ 31-1182

松井内科医院
☎ 33-2201

沼宮内地域診療センター
☎ 0195-62-2511

20 ㈮ 小野寺歯科医院
☎ 33-3050

菅クリニック
☎ 23-7311

八幡平市立病院
☎ 0195-76-3111

22 ㈰ 森川歯科医院
☎ 23-6361

いちのへ内科クリニック
☎ 33-2701

さわやかクリニック
☎ 0195-62-2043

29 ㈰ 宮沢歯科医院
☎ 46-2953

カシオペア医院
☎ 23-3331

八幡平市立病院
☎ 0195-76-3111

4/5 ㈰ みさわ歯科医院
☎ 43-3115

二戸クリニック
☎ 25-5770

北上脳神経外科クリニック
☎ 0195-61-3636

12 ㈰ 菅歯科
☎ 23-5161

すがわら消化器内科
☎ 23-2879

八幡平市立病院
☎ 0195-76-3111

19 ㈰ 小野寺歯科医院
☎ 33-3050

ほそかわ小児科クリニック
☎ 26-8100

八角病院
☎ 019-682-0201

お 知 ら せ
皆さんの暮らしに役立つさまざまな情報を
お届けします。

i n f o r m a t i o n

一戸町役場
　☎ 0195-33-2111
　〒 028-5311
　一戸町高善寺字大川鉢 24-9
　https://www.town.ichinohe.iwate.jp

『NET119 緊急通報システム』
サービスがスタートします！

お
知
ら
せ

　NET119 緊急通報システムは、聴覚や発語など
に障がいのある人のための新しい緊急通報システム
です。スマートフォン・ガラホのインターネット接
続機能を利用して、簡単な操作で素早く 119 番通
報することができます。
■運用開始日　４月１日㈬
■対象
　�　二戸管内（二戸市、一戸町、軽米町、九戸村）

にお住まいの人または通勤している人で、聴覚や
発話などに障がいがあり、音声による通報が困難
な人。

■申込方法
　�　『NET119 緊急通報システム』は、

事前登録制です。右のＱＲコードか
ら空メールを送信して申込み手続き
を行ってください。

問二戸消防本部　☎ 0195-26-8112

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

介護保険にかかる所得段階など
の調整について

お
知
ら
せ

　二戸地区広域行政事務組合では老齢
基礎年金額変更に伴い、第１号被保険
者（65 歳以上）に不利益が生じない
よう、４月からの所得基準額を調整し
ます。
　なお、このことによる新たな申請の必要はありま
せん。詳細については二戸地区広域行政事務組合
ホームページをご覧ください。
問二戸地区広域行政事務組合　介護保険推進室
　☎ 0195-23-7772
　福祉課　☎ 32-3700

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

不動産に関する無料電話相談を
受け付けます

お
知
ら
せ

　岩手県不動産鑑定士協会では不動産鑑定士による
不動産の無料電話相談会を次のとおり開催します。
■日時　4 月 9 日㈭　10:00 ～ 12:00
　　　　　　　　　　13:00 ～ 15:30
■相談方法　�　電話による相談です。時間帯に応じ

て次の不動産鑑定事務所に直接電話し
てください。

■相談先　
　▶ 10:00 ～ 12:00
　　・城石不動産鑑定㈱　☎ 019-613-2422
　　・㈲空環研究所　☎ 019-651-0996
　　・新沼不動産鑑定事務所　☎ 019-613-9292
　▶ 13:00 ～ 15:30
　　・東日本不動産コンサルタント㈲
　　　☎ 019-626-5256
　　・東野不動産鑑定事務所　☎ 019-624-1999
　　・GERO 合同会社　☎ 070-8521-0738
　　・（一財）日本不動産研究所　盛岡支所
　　　☎ 090-1662-0389
問岩手県不動産鑑定士協会　☎ 019-604-3070

岩手県生涯学習審議会委員・岩手県社会教育委員の公募について募
集

　本県の生涯学習・社会教育振興施策
に対する県民の幅広い意見を反映させ
るため、委員の一部を下記のとおり県
民の皆様から公募します。
■募集人数　1 人
■任期　令和 8 年 7 月 1 日㈬から 2 年間
■応募資格（次のすべてに該当する人）
　・岩手県在住の人
　・�年 2 回、平日に盛岡市で開催される会議に出

席できる人
■提出書類
　・応募申込書兼履歴書

　・�作文『生涯学習・社会教育について思うこと』
800 字程度（様式自由）

■申込締切
　4 月 28 日㈫必着
■申込方法
　�　受付期間内に、問い合わせ先に郵送、持参、

FAX またはメールで提出してください（メールで
応募の際の添付ファイル形式は『word』とします）。

問岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課
　〒 020-8570　盛岡市内丸 10-1　生涯学習担当宛
　☎ 019-629-6176　/　FAX：019-629-6179
　Mail：DB0005@pref.iwate.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

岩手県立図書館協議会委員の公募について募
集

　本県の図書館の運営に対する県民の
幅広い意見を反映させるため、委員の
一部を下記のとおり県民の皆様から公
募します。
■募集人数　1 人
■任期　令和 8 年 7 月 1 日㈬から 2 年間
■応募資格（次のすべてに該当する人）
　・岩手県在住の人
　・�年 2 回、平日に盛岡市で開催される会議に出

席できる人
　・�図書館を積極的に利用している人または、利用

したいと考えている人
■提出書類
　・応募申込書兼履歴書

　・�作文『デジタル社会の進展を踏まえ、岩手県立
図書館について考えること』800 字程度（様
式自由）

■申込締切
　4 月 28 日㈫必着
■申込方法
　�　受付期間内に、問い合わせ先に郵送、持参、

FAX またはメールで提出してください（メール
で応募の際の添付ファイル形式は『word』また
は『テキスト』とします）。

問岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課
　〒 020-8570　盛岡市内丸 10-1　生涯学習担当宛
　☎ 019-629-6176　/　FAX：019-629-6179
　Mail：DB0005@pref.iwate.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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◉今月号の広報いちのへ印刷経費は 1 部 118 円（税込）です

広報いちのへを広報いちのへを
スマホにお届けスマホにお届け

一戸町公式ＬＩＮＥ
アカウント登録は、
こちらから広報いちのへは、環境に配慮し、植物油インキとFSC森林認証紙を使用しています。

広報いちのへは、環境に配慮し、
植物油インキとＦＳＣ森林認証
紙を使用しています。

Ichinohe Public Relations
M

ar. 2026. 3.No. 764

■
編
集
・
発
行　
一
戸
町
・
一
戸
町
広
報
編
集
委
員
会

　
〒
０
２
８
｜
５
３
１
１　
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
高
善
寺
字
大
川
鉢
24
―
９

広
報
い
ち
の
へ

■
メ
ー
ル

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
ichinohe@

tow
n.ichinohe.iw

ate.jp
　
　
　
　
　
　
　
https://w

w
w
.tow

n.ichinohe.iw
ate.jp

▼
本
号
で
は
一
戸
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し

た
。「
音
楽
を
楽
し
む
」、
取
材

を
す
る
中
で
何
度
も
耳
に
し
た

言
葉
で
す
。
そ
の
言
葉
通
り
、

笑
顔
で
楽
し
そ
う
に
演
奏
す
る

子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
、
受

け
継
が
れ
て
き
た
音
楽
に
対
す

る
思
い
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
活
躍
し
て
い
く
金
管
バ

ン
ド
の
姿
を
、
逃
さ
ず
写
真
に

収
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

今
か
ら
張
り
切
っ
て
い
ま
す
!

　
　
　
　
　
　
　
　 （
佐
々
木
）

▼
少
し
ず
つ
春
の
気
配
を
感
じ

る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
全
中
ス
キ
ー
大

会
ク
ロ
カ
ン
で
2
連
覇
を
果
た

し
た
中
嶌
さ
ん
の
活
躍
を
紹
介

し
ま
し
た
。
取
材
を
進
め
る
中

で
、
学
生
の
頃
ア
ル
ペ
ン
を
し

て
い
た
当
時
、
雪
の
中
で
練
習

し
て
い
た
日
々
を
思
い
出
し
ま

し
た
（
正
直
寒
か
っ
た
記
憶
ば

か
り
で
す
が
…
）。
全
国
の
舞
台

で
結
果
を
出
す
す
ご
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活

躍
も
楽
し
み
で
す
ね
。（
安
ヶ
平
）

御
所
野
縄
文
公
園
お
よ
び

博
物
館
で
2
月
21
日
、

『
ご
し
ょ
の
と
っ
て
お
き
パ
ー

テ
ィ
!!
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
雪
の
公
園
を
バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
で
滑
走
す
る
体
験
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
歓
声
を
上
げ
な
が

ら
雪
上
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
楽
し
み

ま
し
た
。
ま
た
、
縄
文
文
化
の
普

及
や
地
域
活
動
に
貢
献
し
た
団
体

な
ど
を
表
彰
す
る
『
ご
し
ょ
の
縄

文
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
』
も
行
わ

れ
、
町
長
賞
や
教
育
長
賞
な
ど
各

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
一
戸
中
学

校
3
年
生
は
岩
手
県
中
学
校
総
合

文
化
祭
に
お
い
て
、
縄
文
に
関
す

る
劇
を
披
露
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
町
長
賞
を
受
賞
。
泉
久
保

結ゆ

な那
さ
ん（
一
戸
中・3
年
）は「
劇

を
作
る
中
で
御
所
野
の
素
晴
ら
し

さ
を
再
認
識
で
き
た
」
と
ほ
ほ
笑

み
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、『
ご
し
ょ
の
縄
文

調
査
成
果
発
表
会
』
で
は
、
御
所

野
愛
護
少
年
団
に
よ
る
活
動
発
表

や
博
物
館
で
行
っ
て
い
る
調
査
報

告
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
縄
文
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
縄
文
体
験
や
飲
食

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
来

場
者
は
冬
の
御
所
野
で
縄
文
文
化

に
親
し
む
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

研究内容を発表する御所野愛護少年団

小野寺町長から土器を手渡されるアワード受賞者

笑
顔
集
ま
る

笑
顔
集
ま
る

　
　
縄
文
の
一
日

　
　
縄
文
の
一
日

ごごししょょのとのとっってておおききパパーーテティィ !!!!


